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本日の内容 

１．行政の動き 

２．今後のインフラマネジメントのあり方 

３．技術開発 

４．人材育成 



行政の動き 国交省・社会資本メンテナンス戦略小委員会・答申（2013.12.25） 



行政の動き 

○ 港湾施設の維持管理等に関する検討会 
 
  － 今後の維持管理・更新費の試算 
  － 今後の維持管理のあり方  など 
 
 
○ 中央道笹子トンネル事故を受けて 
 
  － 港湾法改正（2013年6月）、省令改正（2013年12月） 
  － 定期点検の「義務化」 
 
 
○ 今後の維持管理の推進に向けて 
 
  － 港湾施設の点検診断及び補修等対策技術に関する総合検討会 
  － 港湾施設の維持管理情報のあり方検討会 
 
  － 海岸保全施設維持管理マニュアル改訂調査委員会 

国土交通省港湾局での取組み 



今後のインフラマネジメントのあり方 

○ 社会構造の変化 

  － 少子高齢化の進行  → 選択と集中、メリハリ、使い切る発想 

 

○ 定期点検の確実な実施 

  － 維持管理データの蓄積  → 技術の発展 

  － 現場を見る機会の増加  → 意識の変化（様々な立場で） 

  － モニタリングへのシフト → 目的の明確化 

 

○ 実施主体の多様化 

  － 予算や人員に制約のある管理者 

 

○ 技術開発・人材育成 

  － 設計と維持管理の連係・フィードバック（情報、技術、基準、技術者） 

 

○ 他にも・・・ 

  － データベース、アセットマネジメント、入札、積算体系、法令・制度・予算、など 



技術開発の推進 

○ 計画・設計 

  → 計画・設計段階からの維持管理の配慮、基準の見直し 

 

○ データベース化 

  → 維持管理データの保管・参照・利用、劣化予測・LCCの算定との機能分離 

 

○ 点検・モニタリング・補修・補強（更新） 

  → 省力化、高精度化 

 

○ アセットマネジメント 

  → 予算の平準化、事業の優先順位付け、予算配分 

 

○ 「場」の提供 

  → 産官学の連携、等 



人材育成の推進 

○ 大学教育 

   維持管理工学の体系化 

   テキストブック等の教材の充実 

   総合工学としての位置付け 

   魅力の増大、等 

 

 

○ 社会人教育 

   新設から維持管理へ 

   構造物の真の振る舞いを予測できる人材 

   技術の伝承 

   海洋・港湾構造物維持管理士等の資格活用 

   やりがいの確保、等 


